[bookmark: _GoBack]ネットワークとは
「ネットワーク」とは複数台のコンピューターを接続した状態のことをいいます。コンピューターをネットワークに接続することで、ユーザーは他のコンピューターのデータやハードウェアなどの資源を共有することができます。
ネットワークの利点
コンピューターをネットワークに接続することで、データを共有したり、プリンターなどのハードウェアを共有したりすることができます。また、コンピューターの管理業務も可能になります。

データや情報の共有
多くの人が利用する文書やデータファイルをネットワーク上の共有フォルダーに保存しておくことで、ユーザーは必要に応じて自分のコンピューターから共有フォルダーにアクセスしてデータを検索することができます。
また、グループウェアを利用すると、上司のスケジュール確認や会議室の空き状況の確認、仕事の依頼などを自分のコンピューターから行うことができます。

ハードウェアやソフトウェアの共有
複数のコンピューターでプリンターを共有できます。ユーザーは自分のコンピューターのアプリケーションからネットワーク上の共有プリンターを使用し、印刷処理を実行することができます。
また、他のコンピューターにインストールされているソフトウェアを、自分のコンピューターから利用することができます。

管理業務の集中化
コンピューターをネットワークに接続することにより、ネットワーク管理者が各コンピューターを管理することができるようになります。管理者は、自分のコンピューターから各コンピューターの設定変更やアプリケーションのインストールなどを実行できます。
ただし、管理者が他のコンピューターの管理をするためには、適切な管理ツールと他のコンピューターに対する管理権限が必要です。

ネットワークの範囲
LAN
「LAN（Local Area Network）」は、同一ビル内、同一敷地内などの比較的近くにあるコンピューターや周辺機器を接続したネットワークです。オフィスにある2台のコンピューターの接続も、隣接したいくつかのビルを含む会社のネットワークもLANになります。

WAN
「WAN（Wide Area Network）」は、距離の離れている場所にある多くのコンピューターや周辺機器を接続したネットワークです。また、複数のLANを接続することができます。インターネットはWANになります。
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ネットワークの種類
ピア・ツー・ピアネットワーク
「ピア・ツー・ピアネットワーク」は、コンピューターが10台以下、ユーザーが10名以下の小規模なネットワークに適しています。
すべてのコンピューターが同等で、各コンピューターがサーバー機能（ユーザーからの要求に対してサービスを提供する）やクライアント機能（サーバーコンピューターが提供する機能やデータを利用する）を実行します。
ピア・ツー・ピアネットワークでは、コンピューター間で「サービスを提供する側」と「サービスを利用する側」という役割の違いがありません。

クライアント・サーバーネットワーク
「クライアント・サーバーネットワーク」は、コンピューターが10台以上、ユーザーが10名以上の中規模以上のネットワークに適しています。
ファイルサーバーやプリンターサーバー、アプリケーションサーバーなど、特定の役割を集中的に担当するサーバーコンピューターを準備して、他のコンピューターにかかる負荷を軽減します。
クライアント・サーバーネットワークでは、サーバーコンピューターとクライアントコンピューターとで、「サービスを提供する側」と「サービスを利用する側」という役割の違いが明確です。


image1.png
OF oF

g
[

WAN





